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特集「e-Japan時代のインターネット/分散システムの
構築運用技術」の編集にあたって

林 英 輔†

分散システム/インターネット運用技術（DSM）研

究会が中心になって編集した本誌特集号は毎年 1回出

すことになって，今回で 3冊目になる．今回の分も含

めて，掲載された論文が対象とする研究分野の主なも

のは，分散システム運用管理，ネットワークの運用管

理と通信技術，ネットワーク応用技術等であり，全体

的には，インターネットの運用技術とそれに関連する

ネットワーク技術，ならびに，大学規模で実際に運用

される分散型のコンピュータネットワークシステム技

術の様々な研究ということになる．この特集号に対す

るこの 3 年間の投稿数（採択率）の推移は，1 年目，

38（34%），2年目，32（53%），今回，23（48%）で

ある．数字のみの比較では，今回は落ち込んでいるよ

うに見えるが，掲載された論文で取り上げられた研究

内容では，IX（Internet Exchange）技術の研究の論

文にみるように，特徴ある論文がどの回にも見受けら

れること，最初の 2回は 12月発行であったのに対し

て今回が 11月発行であったため，投稿締切前の投稿

論文の最終的推敲の時間確保の余裕がなかったことも

考慮すると，論文投稿に対する意欲が低下する傾向に

あるとは言えず，今回投稿数が減ったことは短期的な

ものであると考えることができる．むしろ検討すべき

は，採択率の減少であると考える．研究発表会（年 3

回開催）とシンポジウム（年 1回開催）での研究発表

の数は，そのような減少傾向は見受けられず，研究会

登録者数も漸増，研究発表会の参加者数も漸増を示し

ていて，新顔や若手の研究会活動はむしろ活発になっ

ている．本編集委員会での査読等の検討の結果からみ

ると，研究発表会での報告では研究テーマや内容は興

味深いものの，論文としてのまとめ方が十分でない場

合が見受けられ，今回の投稿論文の中にも査読段階で，

数編について同様な指摘があった．かねてから，DSM

研究会でも，この論文の質向上のための対策が検討さ

れ，最近の研究発表会では，発表された研究報告の中

の必要と思われる数件に対して，論文として求められ

る必要要件等をコメントを発表者に提示する試行が研

究会幹事，プログラム委員，座長からあるグループに

よって行われた．また，本編集委員会においても，論

† 麗澤大学

文の質を高めるために，この種の問題があると考えら

れた投稿論文に対して，査読者ができるだけ丁寧なコ

メントを出すことが重要であるという指摘があった．

DSM研究会が目的とする実用になっている分散シス

テムの運用技術の研究という分野は，研究推進の必要

性が比較的最近になって認識され，それからの比較的

短期期間に基礎から応用の広い専門分野の研究者，学

生や技術者が本研究会に集まってきたため，研究論文

や発表内容のレベルアップに対する研究会の取り組み

の経験はまだ浅い．研究会として，上述のような基本

的な努力を積み重ねながら，今後とも一編でも多くの

質の高い原著論文の発表に力を傾けてゆきたい．
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